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生活習慣との関連性を明らかにし，養護教諭をはじめとする保健福祉専門職が健康支援を

行う上でのポイントを，科学的根拠を以って示している．学校保健学領域では，大変優れ

たレベルの研究と言える．去る 2023 年１月 23 日に，学位申請者による本論文内容のプレ

ゼンテーションおよび 3 名の審査委員による質疑が 1 時間半にわたり行われた．そこでは，

卒業を控えた多数例の小学校 6 年生を対象とした，構造化された質問紙調査に基づく実証

的な分析に，高い評価がなされた．特に，この時期の子供のストレス反応にレジリエンシ

ーが影響を及ぼすことについて明らかにしたことは，大きな成果である．また同一集団を

入学後半年追跡調査に基づき，変化を検証したことは，優れた知見である．一方で，これ

らの調査結果を踏まえ、養護教諭として、具体的にどのような実践につなげていくのかと

いう実践的視点にやや乏しいこと．生徒への個別対応の範囲で終わるのではなく，学校保

健計画に組み込むなどといった，組織を巻き込んだ新たなシステムの構築に関して，具体

策が示されていない点など，よりソーシャルな実践につながる具体的方策が，今後の課題

として指摘された．最終報告会では、的確に要点をおさえた発表に加え，本研究において

注目すべきキーワードとしてのレジリエンシーという用語についての補足説明がなされた．

また審査会での指摘を受けて，具体的実践やシステム構築について提言が加えられた．な

お，本論文の主要部分は，日本健康相談活動学会誌に原著として発表されている（2021 年 16 

巻 2 号 p. 26-33）． 

総括すると，主題設定は適切で興味深く，先行論文を充分総説し，対象と方法は妥当で

あり，得られた結果に基づく考察の論理的記述は適切であること，研究倫理上の問題はな

く，質疑に対して今後の課題や展望，本研究の限界を明確に返答できていることが確認さ

れた．以上により，論文審査および最終報告会を踏まえ，審査委員において慎重に審査し

た結果，本論文が博士（保健福祉学）の学位に十分値するものであると判断した． 




